20181216レムナント教会1部
赦しの勝利(マタイ18:21-22)
高速道路であおり運転によって両親が突然亡くなり、裁判のときに、「できるだけ思い刑を望みます」と、家族の方々は当然そのようにお話をしていました。それが当たり前かもしれません。でも、クリスチャンの私たちは、そこでとどまっていてはいけません。人生の勝利のためのとても大切な一つは、私たちは一人で生きられる存在ではないので、人間関係においてどのように対処するのかが勝利の大きな鍵となるものです。特に、その中でも優しくしてくれる人、助けになる人などは、そんなに難しい問題ではありません。間違っている者、私に危害を与える者、損を与える存在、敵となる者などに対して、クリスチャンの私たちはどのように対処すべきなのかということを、聖書に基づいて、特にイエス・キリストの十字架の前に立って、罪人である私たちが救われたその十字架のもとで考えないといけないと思います。
そういった場合に、まず、この世の流れ、一般的な流れというものがあります。それは間違いやダメージを加えた者に対しては、法によってそれを裁くようにします。法によって裁くというのは、是々非々によってということでしょう。聖書にも「歯には歯。目には目」ということがあります。これが法というものです。それはもちろん必要なものです。しかし、必要なものであることと、それが人生の勝利、また問題の解決につながるかどうかは別次元のお話です。法によって裁くというのは、その根底にある因果応報の法則に従っているからそうなるしかないものなのです。ですから、間違いはそれなりに報われないといけません。過ちを犯したので、犯罪を犯したので、それに相当する罰、報いを受けるというのが筋だ、というのが因果応報の法則です。
それから、もう一つ、「歯には歯、目には目」という方の隠れている本質はなにかと言いますと、人間の止められない罪の本性、それを制限するためという意味があります。歯１本が相手によって折れた場合、まず、罪の本性により感情が動くようになります。そうすると、憎しみ、恨み、復讐の思いに走るようになり、歯１本では済まないのです。その人の顔全体を潰さないといけないのです。これが人間というものです。そういう意味で、「歯には歯」というのは、そこで止まりなさいということなのです。必ずそれ以上行ってしまうのが罪ある人間の本性というものだからです。そういう意味で、この神様を離れている世の中では、法というものは不可欠なものであり、必要なものではありませんけれど、それは因果応報の法則によって、罪の本性を根本的に解決できないがゆえに制限しないといけない、この社会の秩序のために、という意味があるわけです。これが世の流れ、一般的な間違いに対しての世の流れというものです。
しかし、神様の恵みによって、いのちを与えられているクリスチャンの私たちは、聖書の流れ、福音の流れをしっかり見つめていかないといけません。聖書の流れを見ますと、皆さんご存知のように、ヨセフの場合、腹違いの兄たちに憎まれて殺されかけました。もう殺されたも同然なのですが、人身売買犯に売られてしまい、人生の中の十何年間を奴隷として生活をしながら、言葉に言い表せない悲惨な生活をすることになりました。当然、それには憎しみを抱くようになり、復讐の思いに走るのが世の流れで考えたときには当然です。創世記45：5、私を売ったことに対して心配しないようにと兄たちを世の流れ、一般的な流れが法に基づいて考えると、殺しても気が済まないほどの相手を赦すわけです。ダビデは、なにも悪いことをしていないのに、サウル王の妬みによって、死の影の谷を歩くというほどのものすごくつらい経験をするようになります。当然、そのサウルに対して良い感情などを持つことができないでしょう。でも、Ⅰサムエル24：6、あるいは12節などを見ると、サウルを殺す機会があったのに殺さずに、神様が油を注がれた王様に手を加えることはできない。私はあなたに復習したり、あなたに危害を加えるつもりなどありません。つまり、赦しているわけです。たぶん、私たちのレベルで考えると、これは到底納得がいかないかもしれません。でも、これが聖書の流れです。そして、納得がいかないというのは、ある意味、世の流れ、一般的な法の支配化で慣れているからではないでしょうか。イエス様は山上垂訓のときに、マタイ5：44などを見ると、敵を愛して、あなた方を迫害する者のために祈りなさいということをおっしゃって、主の祈りを教えるときにも、私たちに罪を犯す者を私たちが赦すごとく、とおっしゃっているのです。私たちに罪を犯している者に対して、彼らを赦すごとく、私たちの罪をも赦してくださいと主の祈りを教えていらっしゃるわけです。赦せない、ありえないということが、一般的な法の流れかもしれません。
そして、今日、長老さんを通して読んでいただきました、弟子であったペテロの質問の中でもそういうことをおっしゃっています。ペテロは精一杯考えて尋ねます。「もし私に罪を犯した者がいるとすれば、どれぐらい赦せばいいでしょうか。7回ぐらい赦せばいいでしょうか」。それは、本当は不可能なことですが、それでいいのでしょうかと聞いたときに、イエス様は、7回ではなくて７回×70回＝490回、それは数字の話ではありません。赦すこと以外には、こちらでやることがないのです。その他には対処の方法などはないというお話なのです。ヨハネの福音書8章を見ますと、現場で姦淫の罪を犯していた女の人が捕まって、イエス様の前に連れてこられます。そのときイエス様が最後におっしゃいました。法に基づいて石を投げて殺すしかない、それが当たり前で正当なことだったわけです。それに対しイエス様は、あなたがたの中で罪がない者が石を投げなさいとおっしゃり、皆消えていなくなったときに、その女の人にイエス様がおっしゃいました。私もあなたを罪に定めることはない。赦されたわけです。イエス様は救い主メシアとして、キリストとして、十字架にかけられました。それは神様のご計画です。しかし、現実、イエス様を十字架につけた人たちがいるわけです。皆さんを十字架につけた相手がいるとすれば、十字架までいかなくても、皆さんの大事なものを奪った者がいるとすれば、どうされるのでしょうか。特に、最後の最後にどんな言葉を残すようになるのでしょうか。イエス様は、その十字架の上で、御自分をこういう目に遭わせた人々のために、このようにお祈りをしていらっしゃいます。ルカ23：34。父よ。彼らの罪を赦してください。十字架の上で最後に残された言葉の一つです。そのキリストの、イエスの霊を持っているステパノという人は、自分に石を投げつける人々に向かって死につつ、使徒7：60を見ると、父よ、神様。彼らは自分がなにをやっているのか分かっていません。彼らを赦してください。そのように祈り死んでいきました。伝道者パウロは、いろいろなところでそのようなことを言っていましたけれども、ローマ12：20-21を見ると、イエス様が山上垂訓でおっしゃったことと同じことを言います。あなたがたの敵を祝福しなさい。迫害する者のためにお祈りをしなさい。イエス様もおっしゃいました。あなたがたに良くしてくれる者、優しくしてくれる人に良くする、彼らを愛するというのは異邦人でもだれでもできることでしょう。あなたがたは自分の敵を愛して、迫害する者のために、その彼らが祝福されることを祈りなさいとおっしゃって、パウロもそれを実行して命を惜しまずに福音宣教の働きに走っていた者です。これが聖書の流れです。ケリをつけようではないか。赦すことは良いことだけれども、これだけはそれに当てはまらない。そのような項目はどこにもありません。それがどれほどひどいのか、その程度は私たちが順位を決めつけるだけであって、どんなことでも赦すこと以外にはなにもおっしゃっていないし、それ以外の法則は存在しないということが聖書の教えであり、流れというものなのです。法的に考えると、これだ、あれだと、重い刑罰、軽い刑罰という結果に結びつくようなことでしょうけれども、聖書ではすベテに対して赦すということ以外にはなにも答えがありません。
なぜでしょうか。人間のことが本当に正しく理解できれば、赦すこと以外に他には道がないという結論にたどり着くようになります。自分の感情が先走る以前に、クリスチャンだけが知っていることでしょう。人間の真実、本質がなにか分かれば、人間というものはいろいろな外見があり、いろいろな格好、立場があるでしょうけれども、根本的にエペソ2：1、自分の罪過と罪との中にあって死んでいた者であって、たましいが死んだままの状態であり、つまり、神によって造られた幸いな者なのに、その神様、神のいのちから永遠に絶たれている存在です。優しい人間でも犯罪者でも皆同じです。しかも神を離れた途端に、エペソ2：2、空中の権威を持つ支配者、サタンというものに支配されて・自分の意志を前の方に持っていくことができない、サタンが作り上げた神に敵対する、滅びるしかない世の流れにのっとって流れるしかない運命をたどるような存在です。それも知らずに頑張って汗をかいて、争い喧嘩をしながら必死になって努力をしているのでしょうけれども、残念ながら、それ以前に根本的にそのような存在なのです。だから、エペソ2：3には、生まれながら神のみ怒りを受けるべき子らとして生まれるとあります。そういう存在です。何を期待するのでしょうか。過ちを犯すということを擁護するつもりはありません。しかし、そうなるしかないのです。白紙の中で黒っぽいものがつくのか、あるいはカラフルなものがつくのかではありません。生まれながら真っ黒なのです。ですから、それに対して点数をつけたり、こうだ、ああだということではなくて、もう赦すこと以外、赦されること以外に道は残っていません。それが人間という存在です。私たちの目で見たときには、どれほどの凶悪な犯罪者であり、感情的には憎くて、憎くて、どこかの言葉で申し上げると、内臓を全部取り出して噛み砕いてというぐらいに憎くてしょうがない人間であっても、赦されること以外には道はありません。人間のことが本当に正しく理解できれば、感情が是々非々を離れて道は一本しかありません。だから、聖書は赦しなさいと言っています。実は、私たちもそのようなものでした。だから、神様は、私たちを愛して、計算をはるかに超えた不思議な愛をもって私たちを赦されることにしたのです。
なぜなのでしょうか。計算では、因果応報の法則では、法の法に基づいて考えるとどうしても計算できないし、納得できない、理解不可能なことですが、神様は赦されることにしました。罪のないイエス・キリストが十字架で身代わりとして死ぬということは、法に基づいて考えるとありえません。でも、それが神様の愛なのです。神様の愛は無条件、赦されることです。なぜなら、それ以外に道はありません。ですから、クリスチャンもこの神様の愛が本当に分かっているならば、赦すこと以外の他の選択肢はないということがわかるようになると思います。ヨハネ3：16、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。ローマ5：8、私たちがまだ罪人であったときに、裁かないでイエス・キリストが十字架で死なれることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかにしておられます。Ⅰヨハネ4：10、私たちが神を愛したのではなく、神様が一方的に先に私たちを愛して、ひとり子イエス・キリストを十字架に引き渡されたのです。この神の愛によって赦しが生まれるわけです。それ以外には方法がないので、これが人間関係において、特に人間関係の中でも非常に大切な一つの項目は、間違っている人、罪を犯している者、特に、私に危害を加える者、損を与えた者、私をだめにしてグジャグジャにした者に対して、どのように対処すべきなのでしょうか。赦すことの他に道はありません。
だから、この聖書の流れ、特に今日のペテロに答えられたイエス様の70回×7回、もう無限なのですが、そのメッセージをしっかり握って、このように整理しないといけません。神の前で許されない者、赦すことができない人間は存在しません。神様の前で赦されることができない過ちというものはありません。これがクリスチャンの信仰です。そういう意味で、赦すこととは道徳の戦いではなくて、人格の戦いではなくて、霊的な戦いであり、愛の戦いなのです。赦すと言われると、いままでずっと聞いていた道徳的なレベルで聞くのでありえませんとか赦そうかなと思うのでしょうけれども、それで赦せるものでもないし霊的な戦いなのです。つまり、赦すということは、イエス様の十字架を通して、神様に愛され、神の愛をいただき、赦しをいただいた信者だけに許されている特権であり光の品性です。その人が教養豊かな人だから赦せるといった次元の話ではありません。教養の面では無茶苦茶な人間でも、クリスチャンでキリストの十字架による神の愛と神の赦しがなにか分かって、自分がそこに預かるようになったという人だけが赦せるわけです。その特権なのです。そういう意味で、世の中に沢山の人がいる中で私たちクリスチャンを指して、世の光とおっしゃっているのはそういう意味なのです。霊的な戦いというのは、理由がどうであれ、過ち、罪の程度がどのようなものであっても、本人が赦していなければその人の心には必ず憎しみが残り、それが傷を生み出し試みに会うようになるわけです。つまり、言葉を変えますと、赦してそれをどのように行動に移すかというのは人それぞれタイミングなどいろいろあります。しかし、その本人の心の中で赦していないというのは、憎しみがそのまま残っていることです。そうすると100％サタンにやられるようになります。だから、赦せないから赦していないというのは、100％サタンにやられるしかない状態に自分を追い込むことなのです。なにを選ぶのかということです。霊的な戦いなのです。
前にもお話したように、ある牧師が幼い頃、未信者のお父さんがアルコール中毒のような状態で毎晩酒を飲んで、家や家具を壊しながら、それにとどまらずDVを働くようになりました。それを毎日見ながら育つようになりました。だから、そのお父さんは加害者であって、お母さんや自分たちは被害者だと思っています。だから、そこに当然、良くない感情、憎しみなどが生まれるしかないでしょう。それしかないのです。法に基づいて考えると、その法が感情をコントロールできないのです。神を離れている罪人のままの状態ですから。ある日、福音に接することになり、イエス・キリストのことが分かったときに、人間の真実が分かったのです。アルコール中毒でDVを働くそのお父さんではなくて、サタンにやられているお父さんを見たわけです。それでその人の心の中にあるお父さんに対する感情、憎しみが消えてなくなり、かわいそうに思うようになったそうです。お父さんも被害者なのだねと。もちろん被害者だというのは、人間に何の落ち度もないという意味ではありません。人間は罪人であり、それに進んで引っかかって罪に走るようになるわけです。それは避けられません。しかし、人間の本当の真実が分かったときに、人間は被害者なのだと分かりました。法を当てて、因果応報の法則や感情をどれほど発散したとしても解決にはなりません。何の役にも立ちません。赦すこと以外にはできませんが、人間には不可能なのです。神様がイエス・キリストを変わりに十字架に引き渡されることによって赦されました。その赦しの中に招き入れられたのが私たちなのです。よくよく考えてみてください。クリスチャンの私たちは分かっています。法がいらないということではありませんが、法が優先ではありません。社会にそれは任せてください。社会を維持するためにそれは必要なものなのです。でも、私たちは法に従って生きる存在ではなくて、聖書の流れに従って、愛の法則によって、赦すこと以外にはありません。なぜでしょうか。その赦すということは無条件のものです。法則や是々非々、何かの理屈などによって制限されるものではありません。

改めて信者とはどんな存在なのかを整理していただきたいと思います。イエス様の赦しの十字架によって、先程もお話したように、神の愛をいただき、神の無限の、無条件の赦しをいただいて、その結果、栄光に富んだ祝福の存在になりました。これがクリスチャンです。これが神の赦しの結果です。そして、どれほど栄光に富んだ者なのかというと、この赦しの福音を伝えて、滅びる人々を生かすことができる存在になっているわけです。学校も裁判所も政治家も国会もこの赦しは不可能なのです。でも、人間には、この許し以外には道がありません。私たちクリスチャンだけが、この赦しの光の福音を伝えることができて、人々に本当の光の人生を与えることができる存在なのです。それなのに、なにかのことで心に憎しみや傷、また試みなどを抱えていると、この祝福が隠れてしまいます。この祝福が麻痺されてしまいます。この祝福を損して、この祝福にダメージを受けるわけです。だから、私たちは、世の流れからはしょうがないと思うでしょうが、憎しみや心にお傷や試み、つまずきなどとは相手にしないことを決心します。赦すこと以外には、私たちに残されている道はなにもないわけです。イエス様が今日のこのペテロの質問のあと、たとえ話をおっしゃいました。1万タラントの借金があるもの、1万タラントはいろいろな計算がありますが、だいたい3兆円ぐらいだそうです。その借金をチャラにされてありがとうございますと言った帰りに、自分に100デナリオン（それはだいたい100万円ぐらいだそうです）の借金をしている者をつかんで殺そうとしたのです。それで元々の最検車が呼んで、なにをしているのかというたとえ話があります。赦せないということがあるのでしょうか。私たちが赦されたことをよくよく考えてみてください。先程もお話したように、地獄の運命で、サタンを父と崇めながら神様が悲しまれることばかりやっていた私たちのために、イエス・キリストは十字架で死なれて無条件赦され、愛を注いでキリスト・イエスの栄光に似たものに、栄光に富んだものに造り変えられました。これが神様の赦しの威力です。これが世の中の人に必要なのです。法律、道徳、何かの感情ではなくて、キリストの十字架による赦しが必要な世の中です。唯一クリスチャンの私たちにできることなのです。間違っている者、気が合わない者、なにかのダメージを加えた者に対して、克服していないことによってそのすべてを結局損してしまうようになるわけです。

お家に帰られて、ローマ12：14-21を改めて読んでみていただきたいと思います。もしかして皆さんの心の中で行動をどのようにしたかは別で、まだ赦していない人などはいるのでしょうか。赦していない何かの事柄などがあるのでしょうか。自分自身を含めてすべてを赦すようにしましょう。それがすぐにできなくても、信者の祝福、特権であることを覚えて、改めて神の愛に預かり、神の赦しをいただいて、栄光に富んだものになっている祝福の中に深く入っていきましょう。それ以外に方法はありません。そうすると、憎しみ、傷、試みなどは、私の相手ではないのだね。それに引っかかることによって、赦しの福音をもって人を活かす福音宣教の人生を損する理由などないのだね。赦すこと以外には選択の道がないのだね。そこに本当の意味で勝利があるということを体験していただきたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス・キリストの十字架によって、無条件、滅びるしかない生まれつき神のみ怒りを受けるしかない地獄のものであった私たちを赦してきよめられ愛を注いで、栄光に富んだ祝福の神の子どもに造り変えられました主の恵みを感謝いたします。改めてこの祝福にダメージがないように、この祝福を死守するために深く入りつつ、それを邪魔するものをよく見分けつつ、赦しの勝利の道を歩むことができるように、人間関係において勝利するように兄弟姉妹ひとりひとりを祝福してください。残りの生涯、なにがあっても伝道者の生涯をしっかりと歩むことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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